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＜道しるべ＞ 

『目の前の小さなものばかり拾っ

ていると、その先の大きなものを

拾いそこなう』 

 

私の先輩の先生から教えていた愛

他名言。（いつか特集しましょう） 

 

＜学校教育目標＞ 
 自ら学び 自他を尊重し 
 心豊かでたくましい生徒の育成 
 
＜重点目標（スローガン）＞ 
感謝＋優しさ＝笑顔と幸せへの道 
発行：長崎市立丸尾中学校 
文責：校長 川口 猛 
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夏休みの終わりに経験したことから・・・・・ 

  

私は、今年で５９歳ですが、気持ちは、３０代の頃のつもりでいます。世間的に見たら、壮年なのでしょ

うか？初老なのでしょうか？自分を客観的に見ることができず、メタ認知の力が低いという経験をいたしま

した。お盆の１５日、私はお墓でめまいを起こし倒れました。後頭部・頸部を強く壁で強打しました。意識

がもうろうとし、手足はしびれて動かず、顔面から首回り、頭と背中まで、強いしびれがおこり、呼吸も苦

しく、声は全く出ない状況でした。一緒にいた次男も驚いてどうすることもできず、とりあえず上体を起こ

しもらい、しばらくして呼吸ができるようになってから、足のしびれが少し弱くなったので、運転して『こ

も』を流し、救急病院へ行きました。レントゲン、ＣＴ、ＭＲＩ検査を受け、脛骨・脳内に異常は見られず

に、不幸中の幸いでした。頭・首・肩・手などしばらくは激痛が続きますから絶対安静ですといわれ、首に

コルセットを巻き帰宅しました。後で、テレビで見たのですが、メダリストの山下康弘さんも、頸椎を痛

め、現在車いすの生活だったと知り、本当に不幸中の幸いだったと、反省をしました。救急車を呼ばなかっ

たのですか？と医者から怒られました。さすがにお墓に救急車は・・・・・とためらいがあったのですが、

これが、私のメタ認知の低さだったと認識しました。若き青年のつもりではいても、それは、主観的な見方

であって、一つ高いところから客観的に自分を見るメタ認知の大切さを知りました。高齢者が、お一人でお

墓参りをしている姿をみますが、複数で行かないと、何かあったら、通報さえできないという現実を知りま

した。メタ認知とよく言いますが、まさか普段の生活の墓参りの中で、それが問われるとは考えもしなかっ

たことです。あらゆる場面で、年代で、メタ認知は必要なことだと思いました。 

 しかし、この夏は、とても暑く、ご高齢の方も生活するのは命懸けだなと思う経験もしました。車で道を

走っていたところ（首が痛いので、ゆっくり走行していたのですが）道に座って、肩で大きく息をしている

ご老人を発見しました。逆車線だったので、走行車線の車が止まるだろうと思って見ていたら、全く止まら

ないので、判断を迫られた私は、「熱中症だろうから、通り過ぎたらいけない」と考え、車を歩道に乗り上

げ、次男と一緒に、ご老人に声を掛け、対応しました。近くのスーパーに買い物に行った帰りのようでし

た。買い物ひとつするにも、この暑さの中では、命懸けです。 

 場所にかかわらず、転倒をしてしまうご老人、熱中症で倒れてしまうご老人。これは、高齢社会では、決

して珍しいことではないのかもしれません。ましてや、この先の社会では、独居老人の割合も増え、様々な

リスクが増えていく気がします。社会は発展し、便利にはなりましたが、高齢社会の最後の砦（とりで）

は、やっぱり、ＡＩでも、パソコンでもなく、人間同士のふれあいだとおじいさんが教えてくれたように思

います。『目の前で、命に係ることが起こっていたら、ためらうかもしれないけど、躊躇（ちゅうちょ）せず

動く。それが顔見知りであろうと、なかろうと。』いつになっても学びは大切です。おじいさん、元気にして

るかな？ 

 学校の重点目標（重点テーマ）の中の『優しさ』は、『憂いを感じている人に寄り添うこと』と言い続けて

きましたが、今回の経験で実践することができました。ちょっとした勇気がいることかもしれないけど、人

を支えるのは人という精神が、今後の社会には一層不可欠になるだろうと思います。 

 
表題の横の道しるべ 見ていただいているでしょうか？格言であったり、歌の歌詞だったり、SNS で見つけた

名言であったりします。小さなスペースなので、見えづらいし、なんかようわからん・・・・とお思いの人も

多いとは存じますが、ご家庭の中で、話題の一つになればいいなと考えています。保護者の皆様の生き方、価

値観など、生徒たちが、自立をしていくうえで必要になることをお子様に諭し、示していただければと思いま

す。家族間の会話は、以前に比べて少なくなっていませんか？私の家は、少なくなっています。家族それぞれ

がスマホをいじって、会話が中心ではなく、スマホが中心になっているような気がします。 


